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教
育
委
員
会
規
則

■群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
群
馬
県
条
例
第
十
五
号
。
第
十
五
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
給
与
の
支
給
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
勤
務
す
る
施
設
）

第
二
条

条
例
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
市
町
村
立
の
適
応

指
導
教
室
と
す
る
。

（
給
料
等
の
支
給
）

第
三
条

給
料
又
は
報
酬
（
以
下
「
給
料
等
」
と
い
う
。
）
の
支
給
定
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
又
は
日
曜
日
若
し
く
は
土
曜
日
に

当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
前
に
お
い
て
、
そ
の
日
に
最
も
近
い
同
法
に
規
定
す
る
休
日
又
は
日
曜

日
若
し
く
は
土
曜
日
で
な
い
日
を
支
給
定
日
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
条
例
第
五
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
た
非
常
勤
の
講
師
を
除
く
。
）

条
例
第
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
給
与
期
間
の
翌
月
十
日

二

条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
条
例
第
五
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
非
常
勤
の
講
師
に
限
る
。
）
及
び
条
例
第
二
条
第
一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
期

間
の
翌
月
二
十
一
日

２

教
育
委
員
会
は
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
そ
の
必
要
を
認
め
た
と
き
は
、
前
項
の

支
給
定
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

給
料
等
の
支
給
定
日
前
に
お
い
て
退
職
又
は
死
亡
し
た
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

に
は
、
そ
の
際
給
料
等
を
支
給
す
る
。

第
五
条

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
そ
の
収
入

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
す
る
者
の
出
産
、
疾
病
、
災
害
、
結
婚
、
死
亡
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
非

常
の
場
合
の
費
用
に
充
て
る
た
め
給
料
等
を
請
求
し
た
場
合
に
は
、
給
料
等
の
支
給
定
日
前
で
あ

っ
て
も
、
請
求
の
日
ま
で
の
給
料
等
を
そ
の
際
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
月
額
で
給
料
等
を
定
め
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
支
給
す
る

請
求
の
日
ま
で
の
給
料
等
の
額
は
、
そ
の
給
与
期
間
の
現
日
数
か
ら
週
休
日
（
群
馬
県
公
立
学
校

等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
群
馬
県
教
育

委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
。
以
下
「
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
等
規
則
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
週
休
日
を
い
う
。
）
の
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数
を
基
礎
と

し
た
日
割
に
よ
る
計
算
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

（
号
給
の
基
準
）

第
六
条

条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
号
給

は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
範
囲
内
で
教
育
委
員
会
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
者
の
号
給
）

第
七
条

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会

計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
者
の
号
給
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等

会
計
年
度
任
用
職
員
の
属
す
る
区
分
の
最
低
の
号
給
（
事
務
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
フ
ル
タ

イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
事
務
補
助
職
に
従
事
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校

等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
号
給
）
（
以
下
「
最
低
号
給
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会

計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
最
低
号
給
の
号
数
に
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
別
表
第

九
に
定
め
る
学
歴
免
許
等
資
格
区
分
表
の
基
準
学
歴
区
分
欄
が
「
高
校
卒
」
の
区
分
に
属
す
る
学

歴
免
許
等
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
以
後
の
月
数
を
別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
換
算
し

た
月
数
を
十
二
月
で
除
し
た
数
に
四
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
数
）
を
加
え
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
別
表
第
一
に
定
め
る
当
該
フ
ル
タ

イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
属
す
る
区
分
の
最
高
の
号
給
の
号
数
を
超
え
る
と
き
は
、

当
該
最
高
の
号
給
の
号
数
と
す
る
。
）
を
号
数
と
す
る
号
給
と
す
る
。

第
八
条

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
採
用
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
前
会
計
年
度
（
以
下

「
前
会
計
年
度
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
同
種
の
業
務
（
以
下
「
同
種
の

業
務
」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
て
い
た
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
事
務
職

給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
事
務
補
助
職
に

従
事
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
号
給
は
、
前
会
計
年
度

の
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
号
給
の
号
数
（
前
会
計
年
度
に
パ
ー
ト

タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
た
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職

員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
を
当
該
パ
ー
ト
タ
イ
ム

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
務
に
従
事
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用

職
員
と
仮
定
し
た
場
合
の
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
号
給
の
号
数
）

に
前
会
計
年
度
に
お
い
て
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
同
種
の
業
務
に

従
事
し
た
月
数
を
別
表
第
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
換
算
し
た
月
数
を
十
二
月
で
除
し
た
数
に

四
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
数
）
を

加
え
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
別
表
第
一
に
定
め
る
当
該
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用

職
員
の
属
す
る
区
分
の
最
高
の
号
給
の
号
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
最
高
の
号
給
の
号
数
と
す

る
。
）
を
号
数
と
す
る
号
給
と
す
る
。

（
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
等
）

第
九
条

条
例
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
及
び
休
日
勤
務
手

当
に
相
当
す
る
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
月
額
、
時
間
額
そ
の
他
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
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会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
の
額
の
定
め
方
を
考
慮
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
額
）

第
十
条

条
例
第
五
条
第
七
項
第
三
号
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。

一

月
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
月
額
で
定
め
た
報
酬
額
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
一
週
間
当
た

り
の
正
規
の
勤
務
時
間
（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
等
規
則
第
二
条
第
二
項

及
び
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
十
八
日
に
七
・
七
五
を
乗
じ
た
も
の
を
減
じ
て
得
た
数

で
除
し
て
得
た
額

二

時
間
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第

五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
額
で
定
め
た
報
酬
額

三

日
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
日
額
で
定
め
た
報
酬
額
を
一
日
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
で
除
し

て
得
た
額

四

授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任

用
職
員

条
例
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
定
め
た
報
酬
額
を

授
業
一
回
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
額
に
六
十
を
乗
じ
て
得
た
額

（
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
に
係
る
報
酬
）

第
十
一
条

月
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間

等
規
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
祝
日
法
に
よ
る
休
日
及
び
年
末
年
始
の
休
日

（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
等
規
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
代
休
日
を
含
む
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
に
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
き
は
、
当

該
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
勤
務
時
間
に
係
る
報
酬
は
、
支
給
し
な
い
。

（
期
末
手
当
を
支
給
し
な
い
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
）

第
十
二
条

条
例
第
六
条
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
す
る
。

一

一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
二
十
時
間
未
満
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

二

停
職
者
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用

職
員
を
い
う
。
）

三

育
児
休
業
職
員
（
育
児
休
業
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
百
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
て
い
る
公
立

学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
四
年
群
馬
県
条
例
第
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
公
立
学

校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

四

語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
に
よ
り
任
用
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職

員

（
支
給
日
）

第
十
三
条

条
例
第
六
条
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
は
、
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の

給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
第
四
十
四

条
の
八
に
規
定
す
る
日
と
す
る
。

（
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
）

第
十
四
条

条
例
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
在
職
期
間
は
、
条
例
の
適
用
を
受
け
る
公
立
学
校
等

会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
二
十
時
間
未
満
の
公
立
学
校
等
会

計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
と
し
て
在
職
し
た
期
間
と
す
る
。

２

前
項
の
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
除
算
す
る
。

一

第
十
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
そ
の
全
期
間

二

育
児
休
業
職
員
（
当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
（
当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間
）
が
一
箇
月
以
下
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職

員
を
除
く
。
）
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

三

休
職
に
さ
れ
て
い
た
期
間
（
次
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一

の
期
間

イ

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は

通
勤
（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
通
勤
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条

第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
又
は
群
馬
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
群
馬
県
条
例
第
三
十
六
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
法

第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
て
い
た
期
間

ロ

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
結
核
性
疾
患
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
て
い
た
期
間

四

条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
を
減
額
さ
れ
た
期
間
（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

勤
務
時
間
等
規
則
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
暇
の
期
間
を
除
く
。
）

第
十
五
条

群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
者
が

同
条
例
の
適
用
を
受
け
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
内
に

お
い
て
そ
れ
ら
の
者
と
し
て
在
職
し
た
期
間
は
、
前
条
第
一
項
の
在
職
期
間
に
算
入
す
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
ら
の
者
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
係
る
期
末
手
当
が
同
条
例
以
外
の
条
例
に
基
づ
き
支

給
さ
れ
る
場
合
（
第
七
号
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
益
的
法
人
等
か
ら
期

末
手
当
に
相
当
す
る
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
算
入
し
な
い
。

一

群
馬
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
群
馬
県
条
例
第
五
十
五
号
）
の
適
用

を
受
け
る
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）

二

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
一

号
。
以
下
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員

三

群
馬
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
群

馬
県
条
例
第
六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
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四

群
馬
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
群
馬
県
条
例

第
四
十
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員

五

群
馬
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
四
年
群
馬
県
条

例
第
六
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員

六

法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
職
に
属
す
る
県
の
職
員

七

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者

２

前
項
の
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に

掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
六

第
二
項
の
規
定
を
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
期
末
手
当
基
礎
額
）

第
十
六
条

時
間
額
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
条

例
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
時
間
額
に
一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
乗
じ
、

そ
の
額
に
五
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
と
す
る
。

一

月
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
月
額
で
定
め
た
報
酬
額

二

時
間
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第

五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
額
で
定
め
た
報
酬
額
に
一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間

を
乗
じ
、
そ
の
額
に
五
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額

三

日
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

第
十
条
第

三
号
に
規
定
す
る
額
に
一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
乗
じ
、
そ
の
額
に
五
十
二
を
乗

じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額

四

授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任

用
職
員

条
例
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
定
め
た
報
酬
額
に

一
週
間
当
た
り
に
そ
の
担
当
す
る
授
業
の
回
数
を
乗
じ
、
そ
の
額
に
五
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額

を
十
二
で
除
し
た
額

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
準
用
）

第
十
七
条

条
例
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
学
校
職
員
給
与
条
例
第
二

十
三
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
群
馬
県
公
立
学
校

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
八
か
ら
第
四
十
三
条
の
十
四
ま
で
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
期
末
手
当
基
礎
額
の
端
数
計
算
）

第
十
八
条

条
例
第
六
条
第
三
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

（
通
勤
手
当
等
の
額
）

第
十
九
条

通
勤
手
当
又
は
通
勤
に
係
る
費
用
弁
償
（
以
下
「
通
勤
手
当
等
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
及
び
第
三
号
に

掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
支
給
対
象
期
間

（
支
給
対
象
期
間
の
異
な
る
複
数
の
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
場
合
は
、
最
も
期
間
の
長
い
支
給

対
象
期
間
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
二
号
に
掲
げ
る
公
立
学
校

等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
と
す
る
。

一

学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

そ
の
者
の
支
給
対
象
期
間
の
通
勤
に
要
す
る
運
賃
等
の

額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。
）

二

学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

次
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

別
表
第
四
に
定
め
る
額

ロ

月
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

別
表
第

四
に
定
め
る
額
に
一
週
間
当
た
り
の
要
勤
務
日
数
（
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
日
数
を
い
う
。

同
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
五
で
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

ハ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

別
表
第
五

に
定
め
る
額
に
一
箇
月
の
勤
務
日
数
（
出
張
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
勤
務
公

署
に
通
勤
し
な
い
日
数
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
別
表
第
四

に
定
め
る
額
を
超
え
る
場
合
は
、
同
表
に
定
め
る
額
）

三

学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

次
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
交
通
機
関
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任

用
職
員
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
用
す
る
交
通
機
関
等
が
通
常
徒
歩
に
よ
る
こ
と
を
例
と
す
る
距

離
内
に
お
い
て
の
み
利
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
自
動
車
等
の

使
用
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
自

動
車
等
の
使
用
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
が
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ

ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

運
賃
等
相
当

額
及
び
当
該
運
賃
等
相
当
額
の
支
給
対
象
期
間
の
各
月
に
お
い
て
前
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
の
規

定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
の
合
計
額

ロ

運
賃
等
相
当
額
が
当
該
運
賃
等
相
当
額
の
支
給
対
象
期
間
の
各
月
に
お
い
て
前
号
イ
、
ロ

又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
以
上
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

（
イ
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）

第
一
号
に
定
め
る
額

ハ

運
賃
等
相
当
額
が
当
該
運
賃
等
相
当
額
の
支
給
対
象
期
間
の
各
月
に
お
い
て
前
号
イ
、
ロ

又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
未
満
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

（
イ
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）

当
該
運
賃
等
相
当
額
の
支

給
対
象
期
間
の
各
月
に
お
い
て
前
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
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２

前
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
三
号
イ
及
び
ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
月
の
初
日
以
外
の

日
に
お
い
て
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
通
勤
手
当
等
の
額
を
変
更
す
べ
き
事
実
が
生
ず
る
に
至
っ
た
場
合
、

月
の
末
日
以
外
の
日
に
お
い
て
離
職
し
、
死
亡
し
、
又
は
当
該
支
給
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合

及
び
出
張
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
当
該
任
用
期
間
内
に
お
い
て
月
の
初
日
か
ら
末

日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
っ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
の
前
項
第
二
号
イ
及
び
ロ

並
び
に
第
三
号
イ
及
び
ハ
に
規
定
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
支
給
す
る
当
該
月
の

通
勤
手
当
等
の
額
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

３

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
複
数
の
勤
務
公
署
に
勤
務
す
る
場
合
の
通
勤
手
当
等
の
額

は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
届
出
並
び
に
確
認
及
び
決
定
）

第
二
十
条

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に

定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
教
育
長
が
別
に
定
め
る
様
式
に

よ
り
、
そ
の
通
勤
の
実
情
を
速
や
か
に
教
育
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
所
、
通
勤
経

路
若
し
く
は
通
勤
方
法
を
変
更
し
、
又
は
通
勤
の
た
め
に
負
担
す
る
運
賃
等
の
額
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

２

教
育
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
を
通
勤
用

定
期
乗
車
券
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
以
下
「
定
期
券
」
と
い
う
。
）
の
提
示
を
求
め
る

等
の
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
者
が
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
通

勤
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
通
勤
手
当
等
の
額
を
決
定
し
、

又
は
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
給
対
象
期
間
）

第
二
十
一
条

支
給
対
象
期
間
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
期
間
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
交
通
機
関
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

月
の
初
日
以
外
の
日
に
お
い
て
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
定

め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
通
勤
手
当
等
の
額
を
変
更
す
べ
き
事
実
が
生
ず

る
に
至
っ
た
場
合
、
月
の
末
日
以
外
の
日
に
お
い
て
離
職
し
、
死
亡
し
、
又
は
当
該
支
給
要
件
を

欠
く
に
至
っ
た
場
合
及
び
出
張
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
当
該
任
用
期
間
内
に
お
い

て
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
っ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
の
支

給
対
象
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

一

定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
交
通
機
関
等

当
該
交
通
機
関
等
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
定
期
券
の
通
用
期
間
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
六
箇

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
最
も
長
い
も
の
に
相
当
す
る
期
間

二

回
数
乗
車
券
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
交
通

機
関
等

一
箇
月

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
支
給
対
象
期
間
を
経
過
し
た
後
、
改
め
て
支
給
対
象
期
間
を
定
め

る
場
合
は
、
同
項
の
任
用
期
間
は
、
当
該
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
期
間
か
ら
経

過
し
た
支
給
対
象
期
間
を
除
い
た
期
間
と
す
る
。

（
運
賃
等
相
当
額
の
算
出
基
準
）

第
二
十
二
条

運
賃
等
相
当
額
の
算
出
の
基
準
は
、
運
賃
、
時
間
、
距
離
等
の
事
情
に
照
ら
し
最
も

経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
運
賃
等
の
額
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
通
勤
の
経
路
又
は
方
法
は
、
往
路
と
帰
路
と
を
異
に
し
、
又
は
往
路
と
帰
路
と
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
通
勤
の
方
法
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
勤
務
時
間
が

深
夜
に
及
ぶ
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
等
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

運
賃
等
相
当
額
は
、
次
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
額
（
使
用

さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
異
な
る
複
数
の
交
通
機
関
等
の
定
期
券
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

最
も
通
用
期
間
の
長
い
定
期
券
を
使
用
す
る
交
通
機
関
等
の
定
期
券
の
価
額
に
当
該
通
用
期
間
に

お
い
て
必
要
と
な
る
そ
れ
以
外
の
交
通
機
関
等
の
定
期
券
の
価
額
の
総
額
を
加
え
た
額
）
と
同
号

に
規
定
す
る
使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
（
使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
異
な
る
複
数
の
交
通

機
関
等
の
定
期
券
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
通
用
期
間
の
長
い
定
期
券
の
通
用
期

間
）
の
各
月
に
お
い
て
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め

る
。

一

定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
交
通
機
関
等

を
利
用
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
定
期
券
の
価
額

二

前
号
に
掲
げ
る
区
間
以
外
の
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
が
最

も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
回
数
乗
車
券
等
の
一
箇
月
の
通
勤
日
数
の
分
の

運
賃
等
の
額

４

第
二
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
は
、
往
路
及
び
帰
路
の
交
通
機
関
等
を

利
用
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
よ
る
額
の
算
出
方
法
に
準
じ
て
算
出
し
た

額
と
す
る
。

５

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
複
数
の
勤
務
公
署
に
勤
務
す
る
場
合
の
運
賃
等
相
当
額
の

算
出
の
基
準
は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
一
週
間
当
た
り
の
要
勤
務
日
数
）

第
二
十
三
条

一
週
間
当
た
り
の
要
勤
務
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任

用
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

一

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
が
同
一
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

一
週
間

ご
と
の
勤
務
日
の
日
数

二

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
が
同
一
で
な
い
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

勤
務
日

の
日
数
を
割
り
振
る
期
間
（
以
下
「
単
位
期
間
」
と
い
う
。
）
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
を
、
単

位
期
間
の
日
数
を
七
で
除
し
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
日
数
（
そ
の
日
数
に
一
日
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）

（
通
勤
手
当
等
の
支
給
の
始
期
及
び
終
期
等
）

第
二
十
四
条

通
勤
手
当
等
の
支
給
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
新
た
に
学
校
職
員
給

与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
そ
の
日
か
ら
開
始
し
、
通
勤
手
当
等
を
支
給
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用

職
員
が
離
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
者
が
離
職
し
、
又
は
死
亡
し

た
日
、
通
勤
手
当
等
を
支
給
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
同
項
各
号
に
定
め

る
通
勤
手
当
の
支
給
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
事
実
の
生
じ
た
日
を
も
っ
て
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終
わ
る
。
た
だ
し
、
通
勤
手
当
等
の
支
給
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
が
こ
れ
に
係
る
事
実
の
生
じ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２

通
勤
手
当
等
は
、
こ
れ
を
受
け
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
そ
の
額
を
変
更
す

べ
き
事
実
が
生
ず
る
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
実
の
生
じ
た
日
か
ら
そ
の
額
を
改
定

す
る
。
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
通
勤
手
当
等
の
額
を
増
額
し
て
改
定
す
る
場
合
に
お
け
る
そ

の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
通
勤
手
当
等
の
支
給
）

第
二
十
五
条

運
賃
等
相
当
額
の
う
ち
、
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
同
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
支
給
対
象
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
、
支
給
対
象
期
間
の
最
後
の
月
は
運

賃
等
相
当
額
か
ら
当
該
支
給
対
象
期
間
に
お
い
て
既
に
支
給
さ
れ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
と
す

る
。
）
を
そ
の
支
給
を
受
け
る
者
の
支
給
対
象
期
間
の
給
料
等
の
各
月
の
支
給
定
日
に
支
給
す
る
。

２

運
賃
等
相
当
額
の
う
ち
、
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
額
に

つ
い
て
は
、
各
月
の
給
料
等
の
支
給
定
日
に
支
給
す
る
。

３

運
賃
等
相
当
額
の
う
ち
、
第
二
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
額
の
算
出
方
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
に
つ
い
て
は
第
一
項
に
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
同

条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
額
の
算
出
方
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
に
つ
い
て
は
前
項
に
そ

れ
ぞ
れ
規
定
す
る
支
給
方
法
に
準
じ
て
支
給
す
る
。

４

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
等
の
額
は
、
各
月
の
給
料
等
の
支
給
定
日

に
支
給
す
る
。

５

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
等
の
額
の
う
ち
、
同
号
イ
に
規
定
す
る
運

賃
等
相
当
額
に
つ
い
て
は
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
方
法
に
準
じ
て
支
給
し
、
同
号

イ
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
総
額
に
つ
い

て
は
各
月
の
給
料
等
の
支
給
定
日
に
同
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。

６

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
等
の
額
の
う
ち
、
同
号
ロ
に
定
め
る
額
に

つ
い
て
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
方
法
に
準
じ
て
支
給
す
る
。

７

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
等
の
額
の
う
ち
、
同
号
ハ
に
定
め
る
額
に

つ
い
て
は
、
第
四
項
に
準
じ
て
支
給
す
る
。

８

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
九
条
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規

定
す
る
場
合
の
通
勤
手
当
等
の
支
給
方
法
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

第
二
十
六
条

通
勤
手
当
等
は
、
こ
の
規
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
立
学
校
等
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
等
の
支
給
方
法
に
準
じ
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
に
規
定
す
る
通

勤
手
当
等
の
支
給
の
日
ま
で
に
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
事
実
が
確
認
で
き

な
い
等
の
た
め
、
そ
の
日
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
日
後
に
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
事
後
の
確
認
）

第
二
十
七
条

教
育
長
は
、
現
に
通
勤
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
及
び
通
勤
手
当
の
月
額
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
当
該
公
立

学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
定
期
券
の
提
示
を
求
め
、
又
は
通
勤
の
実
情
を
実
地
に
調
査
す
る

等
の
方
法
に
よ
り
、
随
時
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
有
料
の
駐
車
場
等
利
用
者
に
対
す
る
加
算
）

第
二
十
八
条

学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
通
勤
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
教
育
委
員
会
が
定
め
る
者
を
除

く
。
）
の
う
ち
、
有
料
の
駐
車
場
を
併
せ
て
利
用
し
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
り
通
勤
手
当
等
を
加
算
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
す
る
額
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
一
週
間

当
た
り
の
要
勤
務
日
数
を
五
で
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

（
給
与
の
減
額
）

第
二
十
九
条

条
例
第
九
条
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
等
規
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日
（
同

項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ
て
、
当
該
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
を

勤
務
し
た
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
休
日
に
代
わ
る
代
休
日
）
で

あ
る
場
合

二

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
等
規
則
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
休
暇
に
よ
る
場
合

三

前
二
号
の
ほ
か
、
勤
務
し
な
い
こ
と
に
つ
き
教
育
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合

第
三
十
条

条
例
第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
そ
の
給
与
期
間
に
勤
務
し
な
か
っ
た

全
時
間
数
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
時
間
未
満
の
端
数
が
三
十
分
以
上
の

と
き
は
一
時
間
と
し
、
三
十
分
未
満
の
と
き
は
切
り
捨
て
る
。
た
だ
し
、
授
業
一
回
当
た
り
の
単

価
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
条
例

第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
そ
の
授
業
一
回
の
間
に
勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
数
に

よ
っ
て
計
算
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
授
業
一
回
の
間
に
勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
が
授
業
一

回
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
と
き
は
一
時
間
と
し
、
授
業
一
回
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間

未
満
の
と
き
は
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

２

減
額
す
べ
き
給
与
額
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
減
額
す

べ
き
事
由
の
生
じ
た
月
の
分
の
給
料
及
び
地
域
手
当
に
対
応
す
る
額
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学

校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
減
額
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
月
の
分
の
報
酬
に
対
応
す
る

額
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
以
降
の
給
料
及
び
地
域
手
当
又
は
報
酬
か
ら
差
し
引
く
。

第
三
十
一
条

条
例
第
九
条
第
三
号
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

が
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
第
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
一

時
間
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
減
額
し
て
給
与
を

支
給
す
る
。

一

月
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
月
額
で
定
め
た
報
酬
額
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
一
週
間
当
た

り
の
正
規
の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
で
除
し
て
得
た
額

二

時
間
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第

五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
額
で
定
め
た
報
酬
額
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三

日
額
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
日
額
で
定
め
た
報
酬
額
を
一
日
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
で
除
し

て
得
た
額

四

授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
報
酬
の
額
を
定
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任

用
職
員

条
例
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
一
回
当
た
り
の
単
価
で
定
め
た
報
酬
の
額

（
端
数
計
算
）

第
三
十
二
条

第
十
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
前
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

に
規
定
す
る
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

る
も
の
と
す
る
。

（
給
与
の
口
座
振
込
み
）

第
三
十
三
条

条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
口
座
振
込
み
の
方
法
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年

度
任
用
職
員
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
者
に
対
す
る
給
与
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
者
の

預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
（
以
下
「
振
込
み
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
出
は
、
書
面
を
教
育
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
申
出
を
変
更
す
る
場
合
に

つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

３

前
項
の
書
面
に
は
、
振
込
み
を
希
望
す
る
金
額
、
振
込
み
を
受
け
る
預
金
又
は
貯
金
の
口
座
そ

の
他
振
込
み
の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
申
出
を
変
更
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
し
よ
う
と
す

る
事
項
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
に
定
め
る
書
面
の
様
式
及
び
そ
の
必
要
と
す
る
記
載
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
三
十
四
条

こ
の
規
則
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
り
難
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
教
育
長
は
、
人
事
委
員
会
の
承

認
を
得
て
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
二
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
特
例
）

２

令
和
元
年
十
二
月
二
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
三
十
五

号
）
の
適
用
を
受
け
る
非
常
勤
職
員
（
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
以
上
で
あ
っ

た
非
常
勤
職
員
に
限
る
。
）
と
し
て
在
職
し
た
期
間
は
、
令
和
二
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
の
在
職
期
間
に
算
入
す
る
。

（
経
過
措
置
）

３

条
例
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
立

学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
施
行
日
の
前
日
に
お
け

る
業
務
と
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
月
額
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

施
行
日
の
前
日

に
お
け
る
報
酬
の
月
額
か
ら
条
例
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
給
料
月
額
等
を
減
じ
て
得
た
額

二

施
行
日
に
お
い
て
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
業
務
と
異
な
る
業
務
に
従
事
す
る
月
額
公
立
学

校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
施
行
日
に
お
け
る
業
務
と
同
種
の
業
務

に
従
事
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
受
け
る
べ
き
報
酬
の
月
額
か
ら
条
例
附
則

第
三
条
に
規
定
す
る
給
料
月
額
等
を
減
じ
て
得
た
額

４

前
項
に
定
め
る
額
を
受
け
る
月
額
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
退
職
し
、
当
該
退
職
に

引
き
続
く
こ
と
な
く
再
び
条
例
の
適
用
を
受
け
る
月
額
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ

た
場
合
は
、
前
項
に
定
め
る
額
は
支
給
し
な
い
。

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
）

給
料
表
の
種
類
等

号

給

栄
養
職
給
料
表

一
号
給
か
ら
四
十
九
号
給
ま
で

事
務
補
助
職

一
号
給

一
般
事
務
職

五
号
給
か
ら
十
三
号
給
ま
で

一
般
事
務
職

九
号
給
か
ら
十
七
号
給
ま
で

事
務
職
給
料
表

一
般
事
務
職

十
三
号
給
か
ら
二
十
一
号
給
ま
で

一
般
事
務
職

十
七
号
給
か
ら
二
十
五
号
給
ま
で

一
般
事
務
職

二
十
一
号
給
か
ら
二
十
九
号
給
ま
で

一
般
事
務
職

二
十
五
号
給
か
ら
三
十
三
号
給
ま
で

備
考

一
般
事
務
職
に
つ
い
て
は
、
職
務
の
内
容
と
責
任
に
応
じ
て
教
育
長
が
一
般
事
務
職

か

ら
一
般
事
務
職

ま
で
に
分
類
す
る
。

別
表
第
二
（
第
七
条
関
係
）

経
歴
の
種
類

職
務
と
の
関
係

換
算
率

学
校
又
は
学
校
に
準
ず
る
教
育
機
関
に
お

職
務
に
直
接
有
用
な
知
識

十
割
以
下

け
る
在
学
期
間

又
は
技
術
を
修
得
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の

国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
旧
公
共
企

職
務
の
種
類
が
類
似
し
て

十
割
以
下

業
体
職
員
、
政
府
関
係
機
関
職
員
又
は
外

い
る
も
の

国
政
府
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間

そ
の
他
の
も
の

八
割
以
下

民
間
に
お
け
る
企
業
体
、
団
体
等
の
職
員

直
接
関
係
が
あ
る
と
認
め

十
割
以
下

と
し
て
の
在
職
期
間

ら
れ
る
も
の
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そ
の
他
の
も
の

八
割
以
下

そ
の
他
の
期
間

二
・
五
割
以
下

別
表
第
三
（
第
八
条
関
係
）

前
会
計
年
度
に
お
け
る
勤
務
時
間
に
よ
る
区
分

換
算
率

一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る

十
割
以
下

学
校
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
と
同
一
の
時
間
で
あ
る

も
の

一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る

八
割
以
下

学
校
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
満
た
な
い
も
の
の
う

ち
、
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
以
上
で
あ
る
も

の一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
二
十
時
間
以
上
二
十
九
時
間
未
満

五
割
以
下

で
あ
る
も
の

一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
二
十
時
間
未
満
で
あ
る
も
の

零

別
表
第
四
（
第
十
九
条
関
係
）交

通
用
具
の
種
類

自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車

自
転
車

片
道
の
使
用
距
離

四
輪
の
も
の

二
輪
の
も
の

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
〇
〇
円

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
七
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
三
〇
〇
円

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
六
六
〇
円

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
、
一
〇
〇
円

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
、
一
〇
〇
円

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
、
四
四
〇
円

四
、
一
〇
〇
円

四
、
一
〇
〇
円

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
、
〇
三
〇
円

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
、
六
二
〇
円

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
、
五
〇
〇
円

十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
、
八
〇
〇
円

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

七
、
三
九
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

七
、
九
九
〇
円

十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
、
五
八
〇
円

十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

九
、
一
七
〇
円

十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

九
、
七
六
〇
円

十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
〇
、
三
五
〇
円

八
、
九
〇
〇
円

八
、
九
〇
〇
円

十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
〇
、
九
四
〇
円

十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
一
、
五
三
〇
円

二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
二
、
一
三
〇
円

二
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
二
、
七
二
〇
円

二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
三
、
三
一
〇
円

一
一
、
三
〇
〇
円

一
一
、
三
〇
〇
円

二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
三
、
九
〇
〇
円

二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
四
、
四
九
〇
円

二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
五
、
〇
八
〇
円

二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
五
、
六
八
〇
円

二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
六
、
二
七
〇
円

一
三
、
七
〇
〇
円

一
三
、
七
〇
〇
円

二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
六
、
八
六
〇
円

二
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
七
、
四
五
〇
円

三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
八
、
〇
四
〇
円

三
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
八
、
六
三
〇
円

三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
九
、
二
二
〇
円

一
六
、
一
〇
〇
円

一
六
、
一
〇
〇
円

三
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
九
、
八
二
〇
円

三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
〇
、
四
一
〇
円

三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
一
、
〇
〇
〇
円
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三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
一
、
五
九
〇
円

三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
二
、
一
八
〇
円

一
八
、
五
〇
〇
円

一
八
、
五
〇
〇
円

三
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
三
、
四
九
〇
円

三
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
四
、
〇
九
〇
円

四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
四
、
六
八
〇
円

四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
五
、
二
七
〇
円

四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
六
、
九
二
〇
円

二
〇
、
九
〇
〇
円

二
〇
、
九
〇
〇
円

四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
七
、
五
一
〇
円

四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
八
、
一
〇
〇
円

四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
八
、
六
九
〇
円

四
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
〇
、
一
九
〇
円

四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
〇
、
七
八
〇
円

二
一
、
八
〇
〇
円

二
一
、
八
〇
〇
円

四
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
一
、
三
七
〇
円

四
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
一
、
九
六
〇
円

五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
三
、
三
〇
〇
円

五
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
三
、
八
九
〇
円

五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
四
、
四
九
〇
円

二
二
、
七
〇
〇
円

二
二
、
七
〇
〇
円

五
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
五
、
〇
八
〇
円

五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
六
、
三
二
〇
円

五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
六
、
九
一
〇
円

五
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
七
、
五
〇
〇
円

五
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
八
、
〇
九
〇
円

二
三
、
六
〇
〇
円

二
三
、
六
〇
〇
円

五
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
九
、
二
五
〇
円

五
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
九
、
八
五
〇
円

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
〇
、
四
四
〇
円

六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
一
、
〇
三
〇
円

六
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
二
、
一
〇
〇
円

六
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
二
、
六
九
〇
円

六
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
三
、
二
八
〇
円

六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
三
、
八
八
〇
円

六
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
四
、
九
一
〇
円

六
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
五
、
五
〇
〇
円

六
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
六
、
〇
九
〇
円

六
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
六
、
六
八
〇
円

七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
七
、
六
五
〇
円

七
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
八
、
二
四
〇
円

二
四
、
五
〇
〇
円

二
四
、
五
〇
〇
円

七
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
八
、
八
四
〇
円

七
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
九
、
四
三
〇
円

七
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

一
四
六
円
を
十
二
・

四
で
除
し
て
得
た
額

に
二
・
三
一
円
を
加

え
た
額
に
片
道
の
使

用
距
離
か
ら
算
出
し

た
数
（
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
単
位
と
す
る
片

道
の
使
用
距
離
の
整

数
部
分
に
〇
・
五

を
加
え
た
数
を
い

う
。
）
を
乗
じ
、
そ

の
額
に
四
十
二
を
乗

じ
て
得
た
額
に
六
、

三
〇
〇
円
を
加
え
て

得
た
額
（
そ
の
額
に

一
〇
円
に
満
た
な
い

端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
四
捨
五

入
し
て
得
た
額
）
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別
表
第
五
（
第
十
九
条
関
係
）交

通
用
具
の
種
類

自
動
車
又
は
原
動
機
付
自
転
車

自
転
車

片
道
の
使
用
距
離

四
輪
の
も
の

二
輪
の
も
の

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
〇
〇
円

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
〇
〇
円

一
〇
〇
円

一
一
〇
円

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
三
〇
円

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
〇
〇
円

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
〇
〇
円

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
一
〇
円

二
〇
〇
円

二
〇
〇
円

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
四
〇
円

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
七
〇
円

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
一
〇
円

十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
二
〇
円

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
五
〇
円

三
一
〇
円

三
一
〇
円

十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
八
〇
円

十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
一
〇
円

十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
四
〇
円

十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
六
〇
円

十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
九
〇
円

四
二
〇
円

四
二
〇
円

十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
二
〇
円

十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
五
〇
円

二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
八
〇
円

二
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
一
〇
円

二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
三
〇
円

五
四
〇
円

五
四
〇
円

二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
六
〇
円

二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
九
〇
円

二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

七
二
〇
円

二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

七
五
〇
円

二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

七
七
〇
円

六
五
〇
円

六
五
〇
円

二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
〇
〇
円

二
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
三
〇
円

三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
六
〇
円

三
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
九
〇
円

三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

九
二
〇
円

七
七
〇
円

七
七
〇
円

三
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

九
四
〇
円

三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

九
七
〇
円

三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
〇
〇
〇
円

三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
〇
三
〇
円

三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
〇
六
〇
円

八
八
〇
円

八
八
〇
円

三
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
一
二
〇
円

三
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
一
五
〇
円

四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
一
八
〇
円

四
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
二
〇
〇
円

四
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
二
八
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

四
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
三
一
〇
円

四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
三
四
〇
円

四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
三
七
〇
円

四
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
四
四
〇
円
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四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
四
七
〇
円

一
、
〇
四
〇
円

一
、
〇
四
〇
円

四
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
四
九
〇
円

四
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
五
二
〇
円

五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
五
九
〇
円

五
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
六
一
〇
円

五
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
六
四
〇
円

一
、
〇
八
〇
円

一
、
〇
八
〇
円

五
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
六
七
〇
円

五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
七
三
〇
円

五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
七
六
〇
円

五
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
七
九
〇
円

五
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
八
一
〇
円

一
、
一
二
〇
円

一
、
一
二
〇
円

五
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
八
七
〇
円

五
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
九
〇
〇
円

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
九
三
〇
円

六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
、
九
五
〇
円

六
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
〇
〇
円

六
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
三
〇
円

六
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
六
〇
円

六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
〇
九
〇
円

六
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
一
四
〇
円

六
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
一
七
〇
円

六
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
一
九
〇
円

一
、
一
七
〇
円

一
、
一
七
〇
円

六
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
二
二
〇
円

七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
二
七
〇
円

七
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
三
〇
〇
円

七
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
三
三
〇
円

七
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
七
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

二
、
三
五
〇
円

七
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

別
表
第
四
の
七
十
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
項
に
規
定
す
る
額

を
二
十
一
で
除
し
て

得
た
額
（
そ
の
額
に

一
〇
円
に
満
た
な
い

端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
四
捨
五

入
し
て
得
た
額
）

群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号

群
馬
県
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
六
年
群

馬
県
条
例
第
三
十
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
群
馬
県
公

立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
群
馬

県
条
例
第
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

（
以
下
「
フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
同
項
に
規
定
す
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年

度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
（
以
下
「
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
総
称
す
る
。
）
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
つ
い
て
群
馬
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
定

め
る
場
合
に
お
け
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
一
週
間
の
勤
務
時
間
）

第
二
条

フ
ル
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
四

週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
と
す
る
。

２

パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
四
週

間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
に
満
た
な
い
範
囲
内
で
、
教

育
委
員
会
が
定
め
る
。
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（
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

第
三
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十

五
分
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

教
育
委
員
会
は
、
公
務
の
運
営
上
の
事
情
に
よ
り
特
別
の
形
態
に
よ
っ
て
勤
務
す
る
必
要

の
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
週
休
日

及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
定
め
る
場
合
に
は
、

四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

に
あ
っ
て
は
、
八
日
以
上
の
週
休
日
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性

又
は
当
該
学
校
等
の
特
殊
の
必
要
に
よ
り
、
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
八
日
以
上
）
の
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間

当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
週
休
日
を
設
け
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
定
め
る
場
合
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
を
基
準
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

（
週
休
日
の
振
替
等
）

第
五
条

教
育
委
員
会
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
第
三
条
第
一
項
又
は
前
条
の
規
定

に
よ
り
週
休
日
と
さ
れ
た
日
に
お
い
て
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
三
条
第
二
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
勤
務
日
」
と
い
う
。
）
を
週
休
日
に
変
更
し
て
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
を

当
該
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
る
こ
と
（
以
下
「
週
休
日
の
振
替
」
と

い
う
。
）
又
は
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
教
育
委
員
会
が
定
め
る
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
日
に

割
り
振
る
こ
と
を
や
め
て
当
該
教
育
委
員
会
が
定
め
る
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず

る
必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
る
こ
と
（
以
下
「
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
」
と
い
う
。
）
が
で
き

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
の
振
替
又
は
勤
務
時
間
の
割
振
り
変
更
を
行
う
場
合
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
を
基
準
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

（
休
憩
時
間
）

第
六
条

教
育
委
員
会
は
、
一
日
の
勤
務
時
間
が
、
六
時
間
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
少
な
く
と

も
四
十
五
分
、
八
時
間
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
、
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
時
間
の
途
中
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
休
憩
時
間
を
付
与
す
る
場
合
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
を
基
準
と

し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

（
休
日
）

第
七
条

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
祝
日
法
に
よ
る
休
日
」
と
い
う
。
）
に
は
、
特

に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
者
を
除
き
、
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

（
以
下
「
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
（
祝
日
法
に
よ
る
休
日
を
除
く
。
以
下
「
年
末
年
始

の
休
日
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
休
日
の
代
休
日
）

第
八
条

教
育
委
員
会
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
祝
日
法
に
よ
る
休
日
又
は
年
末
年

始
の
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
総
称
す
る
。
）
で
あ
る
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
又
は
第
五
条
の

規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
に
割
り
振
ら
れ

た
勤
務
時
間
の
全
部
（
次
項
に
お
い
て
「
休
日
の
全
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
特
に
勤

務
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
休
日
前
に
、
当
該
休
日
に
代
わ
る
日
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
代
休
日
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
当
該
休
日
後
の
勤
務
日
等
（
休
日
を
除
く
。
）
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ
た
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
た
休
日
の
全
勤
務
時
間
を
勤
務
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
代
休
日
に
は
、
特
に
勤
務
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
き
を
除
き
、
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
の
指
定
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
勤
務
日
等
の
期
間
の
範
囲
及
び

指
定
の
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
を
基
準
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

（
断
続
的
な
勤
務
及
び
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
）

第
九
条

教
育
委
員
会
が
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
及
び
休
日
又
は
国
の
行
事
の
行
わ
れ
る
日

で
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

に
断
続
的
な
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

２

教
育
委
員
会
が
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に

前
項
に
規
定
す
る
勤
務
以
外
の
勤
務
（
以
下
「
時
間
外
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制

限
）

第
十
条

育
児
又
は
介
護
を
行
う
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
深
夜
に
お
け
る
勤
務
及
び
時

間
外
勤
務
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
年
次
有
給
休
暇
）

第
十
一
条

年
次
有
給
休
暇
は
、
一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
お
け
る
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
一
の
年
度
に
お
い
て
、
公
立
学
校
等

会
計
年
度
任
用
職
員
の
継
続
勤
務
す
る
期
間
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
一
週
間
当
た
り
の

勤
務
時
間
（
以
下
「
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
又
は
勤
務
日
の
日
数
に
応
じ
て
、

二
十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
教
育
委
員
会
が
定
め
る
日
数
と
す
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
請
求
す
る
時
季
に
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
請
求
さ
れ
た
時
季
に
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
公
務
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の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
時
季
に
こ
れ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
年
次
有
給
休
暇
以
外
の
休
暇
）

第
十
二
条

教
育
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員

（
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
公
立
学
校
等

会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
も

の
と
す
る
。

一

選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

二

裁
判
員
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
等
と
し
て
国
会
、
裁
判
所
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ

の
他
官
公
署
へ
出
頭
す
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

三

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
現
住
居
が

滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
場
合
で
、
当
該
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
当
該
住
居
の
復

旧
作
業
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

連
続
す
る
七
日
の

範
囲
内
の
期
間

四

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
又
は
交
通
機
関
の

事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら

れ
る
期
間

五

地
震
、
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
時
に
お
い
て
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
退

勤
途
上
に
お
け
る
身
体
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

六

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
親
族
（
別
表
の
親
族
欄
に
掲
げ
る
親
族
に
限
る
。
）
が

死
亡
し
た
場
合
で
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
葬
儀
、
服
喪
そ
の
他
の
親
族
の
死
亡

に
伴
い
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
事
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き

親
族
に
応
じ
同
表
の
日
数
欄
に
掲
げ
る
連
続
す
る
日
数
（
葬
儀
の
た
め
遠
隔
の
地
に
赴

く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
往
復
に
要
す
る
日
数
を
加
え
た
日
数
）
の
範
囲
内
の
期
間

七

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
結
婚
す
る
場
合
で
、
結
婚
式
、
旅
行
そ
の
他
の
結
婚
に

伴
い
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
事
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き

連
続
す
る
五
日
の
範
囲
内
の
期
間

八

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に
限

る
。
）
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸
行
事
、
心
身
の
健
康
の
維
持
及
び
増
進
又
は
家
庭
生
活
の

充
実
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
の
七
月
か
ら

九
月
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
、
四
日
の
範
囲
内
で
教
育
委
員
会
が
定
め
る
期
間

九

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
上
の
傷
病
又
は
通
勤
（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
又
は
群
馬
県

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
群

馬
県
条
例
第
三
十
六
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

よ
る
傷
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き

三
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

２

教
育
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
第
十

三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
公
立
学
校
等
会
計
年

度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の
無
給
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
と

す
る
。

一

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
女

子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
申
し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

二

女
子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週

間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

三

生
後
一
年
に
達
し
な
い
子
（
条
例
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と

さ
れ
る
者
を
含
む
。
第
五
号
イ
及
び
ハ
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
を
育
て
る
公
立
学
校
等
会
計

年
度
任
用
職
員
が
、
そ
の
子
の
授
乳
等
を
行
う
場
合

一
日
二
回
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
以
内
の
期

間
四

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
養
育
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と

さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
継
続
勤
務
し
て
い
る
も

の
に
限
る
。
）
が
、
そ
の
子
の
看
護
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話

（
通
院
等
の
付
添
い
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
予
防
接
種
若

し
く
は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
に
お
い
て
五
日
（
当
該
子
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
期
間

五

次
に
掲
げ
る
者
（
ハ
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
居

し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
二
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
要
介
護
者
」
と
い

う
。
）
の
介
護
及
び
要
介
護
者
の
通
院
等
の
付
添
い
、
要
介
護
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
の
代
行
そ
の
他
の
要
介
護
者
の
必
要
な
世
話
を
行
う
公
立
学
校
等

会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度

任
用
職
員
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
継
続
勤
務
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、
当
該
世
話
を
行

う
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
に
お
い
て
五
日

（
要
介
護
者
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
期
間

イ

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

こ
の
号
及
び
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
父
母
、
子
及
び
配
偶
者
の
父
母

ロ

祖
父
母
、
孫
及
び
兄
弟
姉
妹

ハ

父
母
の
配
偶
者
、
配
偶
者
の
父
母
の
配
偶
者
、
子
の
配
偶
者
及
び
配
偶
者
の
子

六

要
介
護
者
（
条
例
第
十
一
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
介
護
を
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
が
、
当
該
介
護
を
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
が
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
申
出

に
基
づ
き
、
当
該
要
介
護
者
ご
と
に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て
九
十
三
日
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

指
定
期
間
内
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
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イ

当
該
申
出
の
時
点
に
お
い
て
一
年
以
上
継
続
勤
務
し
て
い
る
者

ロ

要
介
護
者
の
各
々
が
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
に
あ
る
間
に
お
い
て
初
め

て
こ
の
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
九
十
三
日
を
経
過
す

る
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
任
期
（
任
期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
者

ハ

一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
者
又
は
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日

が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
一
年
間
の
勤
務
日
が
百
二
十
一
日
以
上
で
あ
る
者

七

要
介
護
者
の
介
護
を
す
る
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。
）
が
、
当
該
介
護
を
す
る
た
め
、
当
該
要
介
護
者
ご
と
に
連
続
す
る
三
年
の
期

間
（
当
該
要
介
護
者
に
係
る
指
定
期
間
と
重
複
す
る
期
間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
一
日
の
勤

務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

当
該
連
続
す

る
三
年
の
期
間
内
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
二
時
間
（
当
該
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
一
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
か
ら
五
時
間
四
十
五
分
を
減
じ
た
時
間
が
二
時
間
を
下
回
る

場
合
は
、
当
該
減
じ
た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

イ

こ
の
号
に
規
定
す
る
休
暇
の
承
認
を
請
求
す
る
時
点
に
お
い
て
、
一
年
以
上
継
続
勤
務
し

て
い
る
者

ロ

一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
者
又
は
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日

が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
一
年
間
の
勤
務
日
が
百
二
十
一
日
以
上
で
あ
る
者

ハ

一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分
以
上
で
あ
る
者

八

生
理
日
に
お
け
る
女
子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
生
理
の
た
め
勤
務
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
旨
申
し
出
た
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

九

女
子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一

号
）
第
十
条
に
規
定
す
る
保
健
指
導
又
は
同
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
健
康
診
査
（
以
下
「
保

健
指
導
等
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
指
導
事
項
を
守
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

十

妊
娠
中
又
は
出
産
後
一
年
以
内
の
女
子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
保
健
指
導

等
を
受
け
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

次
に
掲

げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
回
数
（
当
該
保
健
指
導
等
を
行
う
医
師

等
に
特
別
の
指
示
を
受
け
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
区
分
に
つ
い
て
も
そ
の
指
示
さ
れ
た
回

数
）
で
、
一
回
に
つ
き
一
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

イ

妊
娠
二
十
三
週
ま
で
の
期
間

四
週
間
に
一
回

ロ

妊
娠
二
十
四
週
か
ら
三
十
五
週
ま
で
の
期
間

二
週
間
に
一
回

ハ

妊
娠
三
十
六
週
か
ら
出
産
ま
で
の
期
間

一
週
間
に
一
回

ニ

出
産
後
一
年
ま
で
の
期
間

出
産
後
一
年
間
に
一
回

十
一

妊
娠
中
の
女
子
の
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
通
勤
に
利
用
す
る
交
通
機
関
の

混
雑
の
程
度
が
母
体
の
健
康
維
持
に
支
障
を
与
え
る
程
度
に
及
ぶ
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
一
日

を
通
じ
て
一
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

十
二

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
公
務
上
の
傷
病
又
は
通
勤
に
よ
る
傷
病
の
た
め
療
養

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
（
前
項
第
九
号
に
定
め
る
期
間
を
除
く
。
）

十
三

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
前
項
第
九
号
並
び
に
第
八
号
、

第
九
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

一
の
年
度
に
お
い
て
、
十
日
の
範
囲
内
で
、

一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
又
は
勤
務
日
の
日
数
に
応
じ
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
期
間

十
四

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
骨
髄
移
植
の
た
め
の
骨
髄
液
の
提
供
希
望
者
と
し
て

そ
の
登
録
を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
登
録
の
申
出
を
行
い
、
又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
配
偶
者
、

父
母
、
子
及
び
兄
弟
姉
妹
以
外
の
者
に
骨
髄
液
を
提
供
す
る
場
合
で
、
当
該
申
出
又
は
提
供
に

伴
い
必
要
な
検
査
、
入
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

（
休
暇
の
請
求
等
）

第
十
三
条

公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
休
暇
の
請
求
等
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学

校
職
員
の
例
を
基
準
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

（
特
例
）

第
十
四
条

教
育
委
員
会
は
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
条
件
の
特
殊
性
に
よ
り
、

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く

不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
か

じ
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
雑
則
）

第
十
五
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
及

び
休
暇
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
十
二
条
関
係
）

親
族

日
数

配
偶
者

七
日

父
母
又
は
配
偶
者
の
父
母

七
日

子

五
日

祖
父
母

三
日
（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
代
襲
相
続

し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
七
日
）

孫

一
日

兄
弟
姉
妹

三
日
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お
じ
又
は
お
ば

一
日
（
公
立
学
校
等
会
計
年
度
任
用
職
員
が
代
襲
相
続

し
、
か
つ
、
祭
具
等
の
承
継
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
七
日
）

父
母
の
配
偶
者

七
日

子
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の
子

五
日

祖
父
母
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
の

三
日

祖
父
母

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者

の
兄
弟
姉
妹

お
じ
若
し
く
は
お
ば
の
配
偶
者
又

一
日

は
配
偶
者
の
お
じ
若
し
く
は
お
ば

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
こ
れ
ら
」
を
「
前
二
項
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
」
を

「
そ
の
者
の
号
給
を
当
該
初
任
給
と
し
て
受
け
る
べ
き
号
給
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
勤
務
成
績
の
証
明
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
学
校
職
員
の
条

例
」
を
「
条
例
」
に
、
「
も
の
」
を
「
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
」
に
、
「
の
認
定
」
を
「
の
証

明
」
に
改
め
、
後
段
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
昇
給
」
を
「
昇
給
区
分
及
び
昇
給
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び

第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
校
職
員
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
昇
給
の
区
分
（
以
下
「
昇
給
区
分
」
と
い

う
。
）
は
、
前
条
に
規
定
す
る
勤
務
成
績
の
証
明
に
基
づ
き
、
当
該
学
校
職
員
が
次
の
各
号
に

掲
げ
る
学
校
職
員
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
昇
給
区
分
に
決
定

す
る
も
の
と
す
る
。

一

勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
る
学
校
職
員

Ａ

二

勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
学
校
職
員

Ｂ

三

勤
務
成
績
が
や
や
良
好
で
な
い
学
校
職
員

Ｃ

四

勤
務
成
績
が
良
好
で
な
い
学
校
職
員

Ｄ

２

条
例
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
は
、
昇
給
区
分
に
応
じ
て
別
表
第
十
五

の
二
に
定
め
る
昇
給
号
給
数
表
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
五
項
中
「
承
認
号
給
数
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昇
給
区
分
を
Ａ
に
決
定

す
る
学
校
職
員
の
昇
給
の
号
給
数
か
ら
四
（
条
例
第
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校

職
員
に
あ
つ
て
は
、
零
）
を
減
じ
た
号
給
数
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四

項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
に
規
定
す
る
号
給
数
が
」
を
「
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
が
、
」
に
、
「
同
項
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
年
の
昇
給
日
後
に
新
た
に
学
校
職
員
と
な
つ
た
者
又
は
同
日
後
に
第
十
七
条
第
三
項
、
第

二
十
一
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
号
給
を
決
定
さ
れ
た
者
の
昇

給
の
号
給
数
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
数
が
零
と
な
る
学
校
職
員
は
、
昇
給
し
な
い
。

別
表
第
九
１
大
学
卒
の
部
六
大
学
四
卒
の
項
⑵
中
「
国
立
看
護
大
学
校
」
を
「
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
立
看
護
大
学
校
（
旧
独
立
行
政
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
国
立
看
護
大
学
校
及
び
旧
国
立
看
護
大
学
校
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
項
⒅
中
「
都

道
府
県
立
農
業
者
研
修
教
育
施
設
（
農
業
改
良
助
長
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
百
四
十

八
号
）
第
三
条
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
を
「
農

業
改
良
助
長
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
百
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一
号
に
基
づ
き
農
林

水
産
大
臣
の
指
定
す
る
都
道
府
県
立
農
業
者
研
修
教
育
施
設
（
以
下
「
都
道
府
県
立
農
業
者
研
修

教
育
施
設
」
と
い
う
」
に
改
め
、
同
項

中
「
鯉
淵
学
園
」
を
「
旧
鯉
淵
学
園
」
に
改
め
、
同
表

２
短
大
卒
の
部
一
短
大
三
卒
の
項
⑴
中
「
二
年
制
」
を
削
り
、
「
）
の
卒
業
」
を
「
以
下
同

じ
。
）
の
卒
業
又
は
専
門
職
大
学
の
修
業
年
限
三
年
の
前
期
課
程
の
修
了
」
に
改
め
、
同
項

を

同
項

と
し
、
同
項
⒅
か
ら
同
項
⒇
ま
で
を
同
項
⒇
か
ら
同
項

ま
で
と
し
、
同
項
⒄
中
「
鯉
淵

学
園
」
を
「
旧
鯉
淵
学
園
」
に
改
め
、
同
項
⒄
を
同
項
⒆
と
し
、
同
項
⒃
中
「
研
究
部
門
」
を

「
研
究
課
程
」
に
改
め
、
同
項
⒃
を
同
項
⒅
と
し
、
同
項
⒀
か
ら
同
項
⒂
ま
で
を
同
項
⒂
か
ら
同

項
⒄
ま
で
と
し
、
同
項
⑿
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒀

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
に
よ
る
歯
科
衛
生
士
学
校
又
は
歯
科

衛
生
士
養
成
所
（
い
ず
れ
も
修
業
年
限
三
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
卒
業

⒁

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
歯
科
技
工
士
養
成
所
の
昼
間
課
程
（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し

た
歯
科
技
工
士
養
成
所
の
昼
間
課
程
を
含
む
も
の
と
し
、
「
高
校
三
卒
」
を
入
学
資
格
と
す
る

修
業
年
限
三
年
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
卒
業

別
表
第
九
２
短
大
卒
の
部
二
短
大
二
卒
の
項
⑴
中
「
昼
間
課
程
二
年
制
」
を
「
昼
間
課
程
」
に
、

「
）
の
卒
業
」
を
「
以
下
同
じ
。
）
の
卒
業
又
は
専
門
職
大
学
の
修
業
年
限
二
年
の
前
期
課
程
の

修
了
」
に
改
め
、
同
項
⑹
中
「
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
（
」
を
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「
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
（
旧
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
、
」
に
改
め
、
同
項
⑺
中
「
旧
独
立
行
政
法
人
海
員
学
校
」
の
下
に

「
（
旧
海
員
学
校
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
⒁
中
「
歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
」
を
「
歯
科
衛
生
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
平
成
十
六
年
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
歯
科
衛
生
士
学
校

養
成
所
指
定
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
一
号
）
」
に
改
め
、
同
項
⒂
中

「
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
」
を
削
り
、
「
歯
科
技
工
士
養
成
所
」
の
下
に
「
の
課

程
」
を
、
「
卒
業
」
の
下
に
「
（
一
短
大
三
卒
の
項
⒁
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、

同
項
⒆
中
「
第
二
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
学
校
又
は
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
看
護
師
養
成

所
の
進
学
課
程
（
同
法
第
二
十
一
条
第
三
号
」
を
「
に
よ
る
看
護
師
学
校
又
は
看
護
師
養
成
所
の

進
学
課
程
（
同
法
第
二
十
一
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
⒇
中
「
、
職
業
能
力
開
発
大
学
校
又
は

職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
専
門
課
程
」
を
「
若
し
く
は
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の
専
門
課
程

又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
特
定
専
門
課
程
」
に
改
め
、
「
特
別
高
等
訓
練
課
程
」
の
下

に
「
並
び
に
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
旧
専
門
課
程
」
を
加
え
、
同
項

中
「
養
成
部
門
」

を
「
養
成
課
程
」
に
改
め
、
同
表
３
高
校
卒
の
部
二
高
校
三
卒
の
項
⑻
を
削
る
。

別
表
第
十
五
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
javascript:void%280%29%3B
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別表第十五の二（第二十四条関係）

昇 給 号 給 数 表

昇給区分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５以上 ４ １以上３以下 ０

昇給の号給数

１以上 ０

備考 この表に定める上段の号給数は条例第六条第六項の規定の適用を受ける学校職員以外の学校職員に、下

段の号給数は同項の規定の適用を受ける学校職員に適用する。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１４号）
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（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
（
平
成
三
十
一
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
別
表
第
九
の
改
正

規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
令
和
三
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
け
る
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
条
例
第

四
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
は
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関

す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
別

表
第
十
五
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。

一

勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
学
校
職
員
で
あ
っ
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会

が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

条
例
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
標
準
と
す
る
号
給
数

（
次
号
に
お
い
て
「
標
準
号
給
数
」
と
い
う
。
）
に
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会

が
定
め
た
号
給
数
を
加
算
し
た
号
給
数

二

勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
学
校
職
員

標
準
号
給
数

三

そ
の
他
の
学
校
職
員

教
育
委
員
会
が
定
め
る
号
給
数

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
条

例
第
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
の
昇
給
の
号
給
数
は
、
改
正
後
の
規
則
第

二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
別
表
第
十
五
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
基
準
に
該
当
す
る
学
校
職
員

二
号
給

二

そ
の
他
の
学
校
職
員

一
号
給

４

前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
規
則
第
二
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項

ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
群
馬
県
公
立
学

校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和

二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
改
正
規
則
」
と
い
う
。
）

附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
前
項
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
又
は
」
と
あ
る
の
は

「
改
正
規
則
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
」
と
、
「
第
二
項
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
改
正

規
則
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昇
給
区

分
を
Ａ
に
決
定
す
る
学
校
職
員
の
昇
給
の
号
給
数
か
ら
四
（
条
例
第
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
学
校
職
員
に
あ
つ
て
は
、
零
）
を
減
じ
た
」
と
あ
る
の
は
「
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得

て
教
育
委
員
会
が
定
め
た
」
と
す
る
。

５

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
条
例
第
六
条
第
六
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
規
則
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
別
表
第
十

五
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
零
」
と
あ
る
の
は
「
一
」
と
、
同
表
中

「

１
以
上

０

と
あ
る
の
は

」

「

２
以

上
１

０

と
す
る
。

」

６

特
段
の
措
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
学
校
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
あ
ら
か
じ
め
人
事

委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
が
定
め
た
号
給
数
を
改
正
後
の
規
則
第
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
号
給
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
群
馬
県
教
育
委

員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
五
中
「
一
万
二
千
円
」
を
「
一
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
七
・
五
以
上
百
分
の
百
九
十
五
」
を
「
百

分
の
百
十
五
以
上
百
分
の
百
九
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
六
以
上
百
分
の
百
十

七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
三
・
五
以
上
百
分
の
百
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中

「
百
分
の
九
十
四
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
和
七
年
四
月
一
日
に
お
け
る
届
出
の
特
例
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

16
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
群
馬
県
条
例
第
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
住
居
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
学
校
職
員
で
あ
つ
て
、
同
年
四
月
一
日
に
お
い
て
も
引
き

続
き
当
該
住
居
手
当
に
係
る
住
宅
を
借
り
受
け
、
家
賃
を
支
払
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
同
日

に
条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月

三
十
一
日
に
お
い
て
支
給
さ
れ
て
い
た
住
居
手
当
に
係
る
第
十
五
条
の
六
第
一
項
（
群
馬
県
公

立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
二
年
群
馬
県

教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号
）
附
則
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
行
わ
れ
た
届
出
を
令
和
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
住
居
手
当

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１４号）
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に
係
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成

七
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改

正
）

第
三
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平

成
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
百
分
の
百
九
十
五
」
を
「
百
分
の
百
九
十
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
第
十
五
条
の
五
及
び
附
則
第
十
六
項

の
改
正
規
定
、
第
二
条
並
び
に
次
項
か
ら
附
則
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
改
正
条
例
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当
の
支
給
）

２

教
育
委
員
会
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
に
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
群
馬
県
条
例
第
二
十
七
号
。
以
下
「
改
正
条
例
」
と
い

う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬

県
条
例
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
て
い
た
住
居
手
当
に
係
る
事
実

（
令
和
四
年
三
月
二
日
か
ら
同
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
住
居
手
当
に
係
る
家
賃
の

月
額
の
変
更
を
含
む
。
）
を
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
住
居
届
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
、

当
該
住
居
手
当
を
受
け
て
い
た
学
校
職
員
が
改
正
条
例
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校
職

員
で
あ
る
場
合
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
に
お
い
て
支
給
す
べ
き
同
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当

の
月
額
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

改
正
条
例
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当
の
支
給
は
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
開

始
し
、
学
校
職
員
が
同
項
の
学
校
職
員
た
る
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
日
が

月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
又
は
令
和
七
年
三
月
の
い
ず
れ
か
早

い
月
を
も
っ
て
終
わ
る
。

４

規
則
第
十
五
条
の
二
及
び
第
十
五
条
の
六
か
ら
第
十
五
条
の
十
ま
で
（
第
十
五
条
の
九
第
一
項

を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
改
正
条
例
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

５

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
改
正
条
例
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当
の
支
給
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

教
育
委
員
会
訓
令

■

群
馬
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

事

務

局

各
教
育
機
関
（
学
校
を
除
く
。
）

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
も
の
及
び
」
を
「
も
の
、
」
に
、
「
認
め
た
も
の
の
」
を
「
認
め
た
も
の
及

び
規
則
第
二
条
の
十
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
所
属
長
が
認
め
た
も
の
の
」
に
改
め
、

同
条
第
十
項
中
「
養
育
又
は
介
護
等
の
状
況
申
出
書
」
を
「
養
育
、
介
護
等
又
は
障
害
の
状
況
届
」

に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
養
育
又
は
介
護
等
の
状
況
変
更
届
」
を
「
養
育
、
介
護
等
又
は
障
害

の
状
況
変
更
届
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「養

育
又

は
介

護
等
の

状
況

申
出

書

」
を
「養

育
介

護
等

又
は

障
害

の
状

、

「

「

□
子

の
養
育

□
子
の

養
育

況
届

」
に
、

を

□

要
介
護

者
等

の
介
護

等

に
、

□

要
介

護
者

等
の
介

護
等

」

□

職
員

」

「１
申

出
に

係
る

子

」
を
「１

子

」
に
、

「

（３

）

介
護

等
が

必
要

に
な

つ
た

時
期

年
月

日

」

を「

（３

）

介
護

等
が

必
要
に

な
つ

た
時

期
年

月
日

３
職

員
の

状
況

□
障

害
者

の
雇

用
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

（昭
和

３
５

年
法
律

第
１

２
３

号

）第

２
条

第
１

号
に
規

定
す

る
障

害
者

で
あ

る
職

員
の
う

ち
同

法
第

３
７

条
第

２
項

に
、

規
定

す
る

対
象
障

害
者

で
あ
る

職
員

□
勤

務
時
間

の
割

振
り

に
つ

い
て

配
慮

を
必
要

と
す

る
者

と
し

て
衛

生
管

理
医

（教

育
長

が
労

働
安

全
衛

生
規

則

（昭
和

４
７

年
労

働
省

令
第

３
２
号

）第
１

４
条

第
２

項
に

定
め

る
要

件

（以
下

「産
業

医
の

要
件

」と
い

う

）を
備

え
た

医
師

で
あ

る
。

職
員

の
う

ち
か

ら
指

名
し

又
は

産
業

医
の

要
件

を
備

え
た

医
師

で
あ

る
者
と

し
て

、

委
嘱

し
た

も
の

を
い

う

）が
認

め
る

職
員

。

」
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に
改
め
、
同
様
式
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

「３
職

員
の

状
況

」は
群

馬
県

職
員

の
勤

務
時
間

休
暇

等
に
関

す
る

規
則

第
２

、
、

条
の

１
０
第

４
項

第
３

号
に

規
定

す
る

職
員
が

申
し

出
る

場
合

に
該

当
す

る
□

に
レ

印
、

を
記

入
す
る

こ
と
。

５

「３
職

員
の

状
況

」の

「障
害

者
の

雇
用

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（昭
和

３
５
年

法
律

第
１

２
３

号

）第
２

条
第

１
号

に
規

定
す
る

障
害

者
で

あ
る

職
員

の
う

ち
同

法
第

、

３
７

条
第

２
項

に
規

定
す

る
対

象
障

害
者
で

あ
る

職
員

」に
該

当
す

る
場

合
は

身
体

障
、

害
者

手
帳

療
育

手
帳

精
神

障
害

者
保
健

福
祉

手
帳

等
の

写
し

を
添
付

す
る

こ
と

、
、

。

６

「３
職
員

の
状

況

」の

「勤
務

時
間
の

割
振

り
に

つ
い

て
配

慮
を

必
要

と
す

る
者

」

で
あ

る
こ

と
に

つ
い
て

は
衛

生
管
理

医
が

当
該

職
員

を
診

断
し

た
医

師
の

意
見

書
そ

、
、

の
他
の

必
要

な
情

報
に

基
づ

き
判

断
す

る
も

の
と

す
る
。

別
記
様
式
第
五
号
中
「介

護
等

」
を
「介

護
等

・
障

害

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中
「養

育
又

は
介

護
等

の
状

況
変

更
届

」
を
「養

育
介

護
等

又
は
障

害
の

状
、

「

「

□
子

の
養

育
□

子
の
養

育
況

変
更

届

」
に
、

を

□

要
介
護

者
等

の
介

護
等

□

要
介

護
者

等
の
介

護
等

」

□

職
員

」

に
改
め
、
同
様
式
注
中
「又

は
介

護
等

」
を
「

介
護
等

又
は

障
害

」
に
改
め
る
。

、

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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